
 

 

 

「経験」＝「生きる力」 
年末になると、テレビでよく目にするのが、その一年を振り返る特別番組ですが、ここで少し、昔の 

出来事を振り返ることにします。 

 今から 10年程前、シドニー日本人学校に勤務していた頃に最もよく観ていた「リアリティー番組（実 

際に起こった事件や事実を伝えるＴＶ番組）」があります。この番組が行った実験を通して、ある興味深 

いことがわかりました。 

 オーストラリアといえば自然豊かな国、動物を最も大切にする国として知られています。オーストラ 

リアを代表する動物園といえば、350種類の動物が暮らす「タロンガ動物園」です。右下の写真の丸印、 

シドニーのシンボルである「オペラハウス」を対岸に見下ろす高台に、タロンガ動物園はあります。 

 

 

 

 

 

 この動物園があるシドニーのモスマンという街は、知る人ぞ知る高級住宅街です。右下の写真にある 

一戸建ては、およそ５～６億円。この辺りの住民はいわゆる「大金持ち」なの 

です。先程の実験はこの街の一角で行われました。ＴＶスタッフの一人がボロ 

ボロの服を着てメイクで顔を汚し、ホームレスになりきって大通りの歩道の地 

面に座り込み、道行く人にこう言うのです。「小銭あったらくださいな。」と。 

時を同じくして、同様の実験が別の場所でも行われていました。その場所とい 

うのは、シドニーで最も貧しい人々が住んでいると言われるある西部の街です。 

 さて、どちらの街のホームレスのほうが目の前の空き缶により多くの金を恵んでもらえたと思います 

か。有り余るほどのお金を持っているモスマンでしょうか、それとも犯罪率が高く最貧と言われる西部 

の街でしょうか。答えは、ダントツで西部の街の方でした。録画されたビデオを見ると、モスマンの住 

人のほとんどは、まるで汚い物でも見るかのような目でホームレスを見ては、急ぎ足で立ち去っていき 

ました。一方、西部の街の住人は、一人また一人とポケットから小銭を出して、差し出された空き缶に 

お金を入れるのです。そこで、お金を入れて通り過ぎていった人にＴＶスタッフが声をかけ、目立たな 

いところへ連れて行って「なぜお金を入れたのか」を尋ねると、ほとんどの人が次のようなことを言い 

ました。「オレも金はない。でも、今日食べるだけの食料はあるんであの男に持ち金の中から少し分けて 

やった。腹が減って減って仕方がないのに食うもんが何もないとき、どんだけ辛いかオレは知っている。」 

と。 

 この実験結果は、私たちに何を教えてくれたのでしょうか。「他者の痛みが分かるのは、痛みを経験 

した者だけ」ということなのかもしれません。そう考えると、全ての経験が、自分や自分を取り巻く周 

りの人の力になるのかもしれません。「経験」は他の何にも代えがたい「生きる力」になる尊いものなの 

です。 

今年度の和光中における最大のチャレンジは「縦割りチームによる行事への取組」です。６月に始動 

した音楽祭(合唱)、そして９月の体育発表会、10月の人権エクササイズ、12月のリレーマラソン、これ 

ら全てに縦割りチームで力を合わせて取り組みました。合唱練習を振り返り、ある１年生の女子が「あ 

和光中学校学校通信 生徒会スローガン「自学豊心 ～前向き・励まし・思いやり～」   
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             〔生徒の感想紹介〕 
〔カレー作り〕 

・材料は「親指の爪ぐらい」で、均等に切るのが難しく、苦戦しました。でもカレーができたときには、全 

部しっかり煮えていて美味しかったです。Ｋ太さんのカレーはけっこう多めに盛ったつもりだったのです 

が、一番初めに完食してびっくりしました。 

・自分はかまど係でまきを運んで火をおこしました。まきの組み方やまきの種類を選んでかまどの中に入れ

るタイミングがとても難しかったです。 

・最初は食器を洗ったりして手が冷たかったです。野菜を切って米をといだ後、かまどで調理しました。その

カレーはとてもおいしく忘れられない味でした。 

〔海遊び〕 

・海を見ました。タイタニック風のことをしていたり、浜辺に流れ着いた果物を見つけたり、水切りを遠くま 

で飛ばしたりと、みんな各々(おのおの)好きなことをしていました。 

・海で石投げをしたり貝を拾ったりしました。めちゃくちゃ楽しかったです。 

・海辺に行きました。すごくきれいでした。死んでいたけどクラゲもいました。 

〔焼き板づくり〕 

・海の風を感じながら焼き板づくりができたのでとても良かったし、上手に作ることもできました。 

・焼き板は、燃やす木の置き方や火加減などを調整するのが難しかったです。でも、すごく楽しかったです。 

・板を焼くときは、風が強くて火が飛んできそうでとても怖かったけど、いざやってみるととても楽しかった 

です。今回の屋島学習は、班のみんなで協力して120点の学習でした！ 

んまり話をしたことがなかったんで、この先輩こわいんかなあと思とったけど、同じチームで練習する 

うちにものすご優しい人なんやと分かった。これからも何かおもしろいことを縦割りチームでやりた 

い。」と言いました。学年の壁がない和光中の良さが、新たな仲間の絆を生んだのです。この新しい仲間 

と共に経験したことが、これから生きていくための力となってくれることを信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へ】 

 今年、生徒たちが残した成長の足跡を更なる成長へとつなげてまいります。 

どうか来年も引き続き、本校の教育活動にご理解、ご協力をお願いいたします。 


